


モニター表示 表示内容 原  因

E8
(Gタイプのみ)

●対流用送風機のパルス出力が

出ない

●対流用送風機の回転数異常

①対流用送風機の故障、端子はずれ、またはリード線が断線して
いる

②対流用送風機回転センサーの故障、端子はずれ、またはリード
線が断線している

表示部
全消灯

または

EH

●過熱防止装置(安全サーモス
タット)が作動した

●プリント配線板のサーミスタ温度
が75℃以上になつた

●電源プラグがコンセントに差し込
まれていない

①対流用送風機のフィルタ、ファン羽根、および送風路のほこり詰
まり

②対流用送風機の故障、端子はずれ、またはリード線の断線

③過熱防止サーモスタットの故障、端子はずれ、またはリード線の
断線

④運転中に停電すると過熱防止サーモスタットが作動する場合が
あります

E9
●対震 目動消火装置が作動した Э対震自動消火装置が作動した

Э対震自動消火装置の不良、端子のはずれ、またはリード線が断線
している

Эストーブがグラグラしている、または水平に設置されていない

EC
●至温異軍上昇防止装置が作動

した
Эルームサーモが短絡故障している、またはリード線のかみ込みの
ため短絡している

Эルームサーモが50℃以上を感知した

EE
●停 電 が あつた Э運転している状態で1秒以上の停電があつた

タイマー時刻、および現在時刻もリセットされます

②マイコンが誤動作し記憶していた情報が壊れてしまつた

HE
●ガスセンサーが故障した ①ガスセンサーリード線に異常(断線・短絡など)がある

②ガスセンサーの故障

HC

HH

(点滅)

HH
(点灯)

●不完全燃焼防止装置が作動
した

●連続不完全燃焼通知機能が

作動した

●再点火防止機能が作動した

①ストーブと同じ室内に開放式の燃焼機器があり、換気不足となつて
いる

②ストーブの排気経路に配管外れや穴あきがあり、排気ガスが漏れ
ている

③ガスセンサーの故障(①、②等の要因がないのに作動した場合)

■
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故障診断方法と処置

故障又は、異常と判断する前に次の項 目を確認してください。

●変質灯油や灯油以外の燃料を使用していませんか。
●誤つた設置方法・使用方法をしていませんか。
●ストーブ定格電圧AC100V(50/60Hz)と電源電圧は合つていますか。
●各コネクターは間違いなく、又確実に差し込まれていますか。

■FF-3510GS/GY・ 4210GS/GY・ G3810S/Y・ G5010S/Y

モニター表示

表示内容
故 障 診 断 方 法 と処 置 |′鍋

排気管抜け検知リード線が正しく施工さ
れていない

排気管抜け検知リード線が断線している
(リード線の両端で導通をみる)

排気管抜け検知リード線を補修または交
換する

排気パイプリング(アース線)が、はずれている
(GS/GYタイプのみ)

排気管抜け検知リード線の給排気筒側をはずし、
テスト的にストーブ本体(無塗装部品)にアースす
ると、「EO」が出る

ストッパーリングなどを使用し、排気管の

接続部で導通が得られるように接続部を
点検する

リント配線板を交換する

フレームロッドにカーボン又は、酸化ス

ケールが付着し、バーナ部、風胴などに
アースしている

カーボン・酸化スケールを取り除く

フレームロッドが変形によリバーナ部、風

胴などに接触している
フレームロッドの交換

低圧側のリード線が本体にショート状態で組まれ
ている(はさみ込みあり)

下記リード線を目視チェック

ショート部の補修

・ルームサーミスタリード線
・ポットサーミスタリード線
・フロートスイッチリード線 ※1
・安全サーモスタットリード線
・燃焼モータリード線
・電磁ポンプリード線
・フレームロッドリード線
・対流モータリード線
・操作部リード線
・対震自動消火装置リード線
・ガスセンサーリード線

ポットサーミスタ(又はバーナセッ
ト)を交換してみる

プリント配線板を交換する

※l GY・Yタイプのみ
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|

■FF-3510GS/GY・ 4210GS/GY・ G3810S/Y口 G5010S/Y
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■FF-3510GS/GY口 4210GS/GY・ G3810S/Y口 G5010S/Y

モニター表示

示 内
故 障 診 断 方 法 と処 置 |′叫

●予熱開始後150秒経過しても
気化筒温度が100℃に達しな
い

●燃焼中に気化筒温度が130°C

以下になつた又は燃焼中に

連続150秒以上通電した

気化筒は熱くなる ポットサーミスタの抵抗値は正常
か

常 温 :約 lM～10M Ω
通電時 :約 lk～10k Ω

気化筒温度が一定温度

気化ヒータの導通がある
(抵抗値は15Ω)

バーナサーモスタットの導通がある ポットサーミスタを交換する

バーナサーモスタットを交換する プリント配線板を交換する

●気化筒温度が一定温度以上
になった

●ポットサーミスタの短絡

炎の状態は正常か
(特に最小火力でバーナヘッドが異常に

赤熱していない)

ポットサーミスタの抵抗値は正常か
(短絡していないか)

プリント配線板を交換する

焼用送風機の送風経路に漏れ、破損 プリント配線板の標高調整の設
定値は合つているか

電磁ポンプを交換する

焼用送風機は回転する 燃焼用送風機内に異物がある

燃焼用送風機パルス

検知異常

焼用モータを交換してみる プリント配線板を交換する●燃焼用送風機のパルス出力
が出ない

●燃焼用送風機の回転数異常

●対流用送風機のパルス出力
が出ない

●対流用送風機の回転数異常
※Gタイプのみ(G38,50タイプ)

なおらない

対流用送風機は回転する 対流用送風機内に異物がある

対流用送風機パルス

検知異常

対流用モータを交換してみる リント配線板を交換する

ストーブに衝撃を与えた 度点火操作をする

対震自動消火装置作動
ストーブは水平に設置されている 水平に据付る

対震自動消火消火装置の導通
がある(水平時)

自動消火装置を交換する

リント配線板の対震自動消火装置端子
をテスト的に短絡しても「E9」が出る プリント配線板を交換する
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■FF-3510GS/GY・ 4210GS/GYOG3810S/YOG5010S/Y

モニター表示

表示内
故 障 診 断 方 法 と処 置 狙

ぺ・ジ

コードを抜いた 再度点火操作をする

停電があつた

源プラグが確実にコンセントに差し込ま
ていない

電源プラグを確実に差し込み、再度点火
動作をする

コードに破損がある ごを交換する

リント配線板のコネクター部分にガタツ

キや差し込み不良がある
タツキや差し込み不良を直す

ストーブ周囲の離隔距離は正しいか

過熱防止装置作動

風吹出口がら、さがれている

対流ファンフィルタがカーテンなどであ、さ

プリント配線板異常温度
流ファンフィルタや対流用羽根にホコリ
付着がある

トーブ内部に多量のホコリの付着があ
プリント配線板を交換する

温時に安全サーモスタットの
通がある

プリント配線板の安全サーモ端子をテス
的に短絡しても「全消灯」する

全サーモスタットを交換する

●安全サーモスタットの作動

●プリント配線板のサーミスタ
温度が75℃以上になつた

●ルームサーミスタ温度が50°C
以上になった

屋の温度が50°C以上にあがつている 窓を開け部屋の換気をする

ルームサーミスタの周囲に熱気がたまり
やすい状態になつている

ルームサーミスタ及びストープの周囲(設

置状況)を見直す、又は延長ルームサー

ミスタの場合は取付位置を見直す

ルームサーミスタの抵抗値は正 プリント配線板を交換する

ルームサーミスタを交換する

■

■
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■FF-3510GS/GY=4210GS/GYtt G3810S/Y・ G5010S/Y
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